
3S政策
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

3S政策（さんエスせいさく）とは、Screen（スクリーン＝映画鑑賞）、Sport（スポーツ＝プロ
スポーツ観戦）、Sex（セックス＝性欲）を⽤いて⼤衆の関⼼を政治に向けさせないようにす
る愚⺠政策とされている。
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この節には複数の問題があります。改善 (https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=
3S%E6%94%BF%E7%AD%96&action=edit)やノートページでの議論にご協⼒くだ
さい。

信頼性について検証が求められています。確認のための情報源が必要です。（2013年5⽉） 

ほとんどまたは完全に⼀つの出典に頼っています。（2010年9⽉） 

信頼性に問題があるかもしれない資料に基づいており、精度に⽋けるかもしれません。（2013年5⽉） 

正確性に疑問が呈されています。（2013年5⽉） 

戦前では偽書『シオン賢者の議定書』以降、⽇本でも反ユダヤ主義が宣伝され、その中に「ユ

ダヤ⼈の3S謀略」と呼ばれるものがあった[1][2]。スクリーン（Screen、映画）、セックス
（Sex、性⾏為）、スポーツ（Sport、運動競技）の頭⽂字をとって3S政策と呼称した[3][4]。
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第⼆次世界⼤戦後、安岡正篤は連合国軍占領下の⽇本での諸政策を批判するものとして使⽤し
た。

⽇本を全く⾻抜きにするこの3R‧5D‧3S政策を、⽇本⼈はむしろ喜んで、これ
に応じ、これに迎合した、あるいは、これに乗じて野⼼家が輩出してきた。⽇教

組というものがその代表的なものであります。そのほか悪質な労働組合、それか

ら⾔論機関の頽廃、こういったものは皆、この政策から⽣まれたわけでありま

す。

— 安岡正篤、『運命を創る―⼈間学講話』p.39 プレジデント社、1985年[5]

安岡は、第⼆次世界⼤戦終結後、GHQが⽇本の占領政策を実⾏するにあたり、基本原則として
の「3R」（Revenge―復讐、Reform―改組、Revive―復活）、重点的施策としての「5D」
（Disarmament―武装解除、Demilitarization―軍国主義排除、Disindustrialization―⼯業⽣産⼒破
壊、Decentralization―中⼼勢⼒解体、Democratization―⺠主化）、そして補助政策としての
「3S」（Screen-スクリーン、Sport-スポーツ、Sex-セックス）を策定したことをGHQのガーデ
ィナー参事官（フルネーム未詳）から直接話を聞いているという[5]。この政策により、⽇本で

は性⾵俗が開放され[5]、映画やエンターテインメントが興隆し、プロ野球が国⺠的娯楽となっ
た。スクリーン（映画）、スポーツ、セックス（性欲）またはスピード（ランボルギーニ）は
⼤衆の欲望動員による娯楽であるが、それらに⽬を向けさせることにより、⺠衆が感じている
社会⽣活上の様々な不安や、政治への関⼼を逸らさせて⼤衆を⾃由に思うがままに操作し得る
とされる。平たく⾔えば「プロパンガス抜き」政策である。余りに厳しい占領政策をすると暴

動が起こる恐れがあるので、⼈々の⽬を逸らさせるために⾏う[6]。

2007年、アメリカの情報公開制度に基づいて、第⼆次世界⼤戦終結後の⽇本において中央情報
局のスパイ協⼒者（エージェント）であった者のリストが公開された。

リストの主な掲載者（※コードネームのPO〜は⽇本を意味する）

正⼒松太郎（Cryptonym for Matsutaro Shoriki. コードネーム:PODAM。Cryptonym for
Matsutaro Shoriki. コードネーム:POJACKPOT-1）

読売新聞（Yomiuri newspaper, Japan. コードネーム:POBULK）

⽇本テレビ放送網（Free Japan Broadcast Productions. コードネーム:PODALTON。
Nippon Television Corporation. Matsutaro Shoriki associated with Project. コードネー
ム:KMCASHIER）

緒⽅⽵虎（Cryptonym for Taketora Ogata. コードネーム:POCAPON）

ハリー‧S‧トルーマン政権でのトルーマン‧ドクトリンによる孤⽴主義から積極的な共産主
義封じ込め政策への転換、⼼理戦略委員会(PSB)による外交政策の伝統的な戦争から⼼理戦へ
の変更などの経緯から注⽬された。[7][8][9][10]。

戦略家のガブリエル‧コルコはアメリカがベトナム戦争での失敗を契機に、⼤規模な戦闘とい
う事態を避ける為に低強度紛争としてソフト‧パワーを⽤いた情報戦を軍事戦略の中枢に置く
ようになる課程を紹介。この戦略が最も成功した例が⽇本であり、各種の⼯作は⽇本⽀配のた

めの「軍事戦略であり戦争であった」と述べた[11]。
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3S政策
各種表記

ハングル： 3S 정책

発⾳：サムエスチョンチェク

⽇本語読み：さんえすせいさく

⼤韓⺠国の3S政策は、1979年の粛軍クーデター（12·12軍事反
乱）と1980年の光州事件（5·18光州⺠主化運動）の武⼒鎭圧を
経て権⼒を執った全⽃煥の第五共和国政府が、国⺠の関⼼をス

ポーツとエンターテインメントの⽅に向けて、反政府的な動き
や政治、社会的な問題の提起を無⼒化させる⽬的で施⾏した多
くの愚⺠化政策をまとめて⾔う表現である。

3Sは公式的な名称ではなく、様々な場で使われるうちに固まった表現と⾒られる。当時の⾔論
記事にもこの単語が引⽤された。

1983年のある新聞コラムで「しばしば、スクリーン、スポーツ、セックスの頭⽂字によっ
て現代を3Sが⽀配する時代と⾔う」と⾔う⾔葉で当時の世相を表現した[12]。

1983年11⽉に国会の対政府質問でキム‧ジョンス議員が当時プロスポーツの⾏き過ぎた熱
気を指摘して「典型的な3S愚⺠政策ではないか」と⾔って、この表現を使った[13]。

1984年のある新聞社説は「国⺠に催眠をかける⼿段は時代的状況によって多様だが、現代
国家ではいわゆる3S政策が利⽤されている」と⾔う点を指摘して、政府が祝祭的な雰囲気
で⼈々の魂を奪っているという憂慮を⽰した[14]。

1981年： 1988年夏季オリンピックをソウルに誘致した。

1981年： 1986年アジア競技⼤会をソウルに誘致した。

1982年： プロ野球が始まった。

1983年： Kリーグ（プロサッカー）が始まった。

1983年： 国際シルムオリンピックが始まった。

1982年： 夜間通⾏禁⽌を施⾏から37年ぶりに解除した。これによって性売買業店が増え
た。

ポルノテープが⼤衆的に普及した。

1980年カラーテレビ放送が全国的に始まり[15]、これとともにVTRも全国的に普及した。カ
ラーテレビは⼤韓⺠国でも1974年から⽣産していたが、政府で国内カラーテレビ放送をず
っと禁⽌していたため、全量を輸出だけとしていた。世界的な趨勢に沿って当時の経済難

局を打開するための施策だったという視⾓もある[16]。

「3S」という表現の由来

政策別実⾏過程
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3Sの範疇に正確に⼊らないが、同じ脈絡の政策及び措置があった。

1981年： 光州事件1周年を迎え起きる反政府の動きを事前に遮断しようと、汝矣島で「国
⾵81」という⼤規模⽂化⾏事を開いた。

拡張された概念。

Sake ： 利益という意味で、ここから利⼰主義のこと

Speed ： 急速に発展する技術と変化する⽂化に溺れ、政治から⽬をはなすようにする
ため

Service ： 多くの享楽サービス事業を意味する。ラブホテル、按摩部屋などのサービス
を意味する。Sexと関係がある。

⼤衆を重要な社会問題に対して無関⼼にさせて、政権維持を図ろうとする意図が隠れていると
いう批判が多いが、⼀⽅ではこのような政策が抑圧された雰囲気の当時の社会に肯定的な影響

を及ぼした「副作⽤」もある。夜間通⾏禁⽌解除のような措置は、結果的に以前まで抑圧され
た国⺠の⾃由を少しでも伸張させたと⾒ることができる。ひいてはこのような⾃由化措置が⻑

期的に政治的覚醒を促進して⺠主化運動を早めたという視⾓も存在する[15]。

1. ̂  覆⾯のわが敵コマ171(原本322-323⾴)『北叟笑むものは誰か』

2. ̂  「⽇本陸軍史研究メッケル少佐」宿利重⼀（⽇本軍⽤図書 1944年）P.407．国⽴国会図書
館近代デジタルライブラリ[1] (http://kindai.ndl.go.jp/index.html) で閲覧可能。

3. ̂  覆⾯のわが敵コマ172(原本324-325⾴)『ユダヤ⼈の演劇占領(中略)この⽅針の下に彼等は
三S政策を樹⽴したのだ。即ちスクリーン(映畫)、セックス(性慾)、スポーツ(運動競技)と云
ふ三つの⿇酔剤を製造することに着眼したのである。彼等はこの三つの媚藥を、攻略せん

とする國⺠の眼の前へ突き出しておいて、それに夢中にさせる。この夢中になるといふこと

は、その裏でこっそり⾏ふ彼等の陰謀を氣づかせないことになる。またこの媚藥のため

に、國⺠性を堕落させることも出來る。更に國⺠が夢中になることによって、莫⼤な⾦が彼
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